
















































（Christensen, Barnes & Ress, 2007:82, Mintz, 1996:69, 73, Narvaez,2008:311,Paine, 





だという主張が様々なされている（Christensen, Barnes & Ress, 2007:79,Comer & 














徳的行動の実現可能性を高める働きをすると言える（Armstrong, Ketz & Owsen, 








故に，Mele同様，徳育教育の必要性を促している（Armstrong, Ketz &Owsen, 2003, 















= 1974:23-25, Bandura, 1986:47），その方法が有効的であれば，先の制約は，克服，ある
いは緩和されるに違いない（Dobson & Armstrong,1995:192, Goud, 2005:112, Moberg, 
2000:675）。





1992, Solomon, 1991, Stewart, 1997, Watson, 2003）。また，MacIntyreは，「物語を語る
ことは，全ての伝統的，叙事詩的社会における『道徳教育の主たる方法』であった」と

































































性が大きくなるということである（Aquino & Reed, 2002:1423, Harady & Carlo, 2005:233, 













































































































































































































































に示されている，責任をともなう判断（judgment of responsibility），道徳的同一性（moral 
identity），そして自我一貫性（self-consistency）という主要な三つの構成要素から成って
















































い切っている（Damon & Hart, 1992: 455）。
最後の自我一貫性は，文字通り，自我の一貫性を求めて努力しようとする人の性向で
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〔抄　録〕
われわれは，組織における道徳的行動を実現させるための経営倫理教育のあり方をめ
ぐって研究努力を続けてきた。そうした研究を通じて，われわれは，経営倫理教育の中心
的テーマは，道徳的判断に焦点をあてる認知教育から，道徳的動機や道徳的性格に力点を
置く行動教育としての徳育教育に向わなければならいと主張した。先の研究において，徳
育教育の目的，内容，方法について詳論し，その有効な教育方法として，物語の使用につい
て言及した。今後の研究課題として，さらにその物語の特性・機能，意義などについての
考察・展開が予定されている。
本研究は，そうした今後の課題展開に至る前の予備的考察を意図するものである。経営
倫理教育（徳育教育）の研究において，物語の効用については様々語られているが，物語が
何故，徳に作用し，道徳的動機や道徳性格の有機能化，つまり道徳的行動の動因となるの
かについての理論的根拠が明らかとは言い難い。このような認識から，われわれは，少し
遠回りして，そもそも論に立ち戻ろうと思う。つまり，そもそも何が道徳的行動を動機づ
けるのかという問題への接近である。そして，その説明のための理論的根拠を心理学，中
でも道徳的機能化の問題との関係の深い，Hoffman，Blasi，Banduraの理論に求める。よっ
て，本研究の狙いは，道徳的行動の動機づけ要因をHoffman，Blasi，Banduraの理論を手
がかりにして，明らかにするものである。
キーワード： Hoffman，Blasi，Bandura，共感，罪責感，誘導的しつけ，道徳的同一性，道徳
的願望，道徳的意志，モデリング，自己調整機能，自己効力
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